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三 上 於 蒐吉訳 



一 八 九 四 年から 一 九 〇 一 年までの 八 年間 は、 シャ— 

ロック -ホ —ムズ は、 とても 多忙な 身であった。 

この 八 年間に、 公の 事件で 重大な もの は、 一 つと し 

てホ ー ムズ のと ころに、 持って来られなかった もの は 

なかった し、 また その外に 私的の 事件で 扱った もの は、 

無数で、 その 中で も、 実に 錯綜した 難問題で、 颯爽た 

る 役 目をやつ たもの もた くさん あった。 この 雑多の 仕 

かくかく 

事の 中で は、 もちろん その 大部分 は、 赫々 たる 成功 を 

収めて いるので あつたが、 しかし また その 二三の もの 

では、 全く 避けが たい、 不可能な 失敗に 終った もの も 

あった。 こうして 無数の 興味 ある 事件の 記録 を、 私 は 



ォ レット. ス ミス 嬢の 事件 を、 持ち出そうと 思う。 こ 

の 事件 は 我々 の 探査が、 意外から 意外へ と 外れて、 更 

に 全く 思い ももう けなかった、 悲劇の クライマックス 

を 示した、 全く 意想外の 興味 ある 事件だった もので あ 

る。 私の 友人の 有名 を 成さし めた 事柄に ついては、 毎 

度お 断りす る 通り、 詳細に 発表す る こと は 許されない 

こうかん うち 

事情に あるが、 しかし 私の 浩 翰な 犯罪 秘 記の 中で も、 

こうした 小さな 物語 を 書く 上から 云って、 この 事件 は 

一 段と 際立った 出色の 点が あると 思われる ので ある。 

一 八 九 五 年の 私の 記録 を 開いて みると、 私たちが 初 

めて、 ヴァイオレット • ス ミス 嬢 を 知った の は、 四月 



二十 三日 土曜日と 記されて ある。 私 はこれ を 見て 思い 

出す が、 彼の 女の 来訪 を シャ— ロック • ホ —ムズ は、 

ひどく 歓迎し なかった。 と 云う の は 当時 はホ— ムズ は、 

煙草 成金と して 有名な、 ジョン • ヴィ セント. ハ ー デ 

ン に関する、 とても 錯綜した 難 かしい、 脅迫 事件に 没 

頭して いたのであった。 私の 友人 は、 何よ リ もまず 事 

物の 正確と、 思考の 集中 を 愛する だけに、 また、 自分 

の やりかけ ている 事に、 横道から 闖入され る こと も、 

ひどく 嫌う のであった。 ヴァイオレット • ス ミス 嬢 は、 

その 夜お そく、 ベ ー 力 ー 街に やって来た ので あつたが、 

この美し い 背の 高い、 物腰の 上品な、 若い 婦人に 突然 



交渉の 無 か つ た 叔父の ラルフが、 その 死後に 気に かけ 

て くれるな どと 云う こと は、 全く 不思議な ことで ござ 

いました が、 なお カラ ザ ー ス さんの 云う に は、 叔父の 

ラルフが 私の 父の 死 をき いたので、 私たちの 上に 責任 

を 感じて そう 言った の だと 云う ことでした」 

「ちょ つ と 」 

ホ — ，. ^スは 言 葉 を さしはさんだ。 

「その 会見 はいつ でした？」 

「去年の 十一 一月 つま リ四 ヶ月 前で ございます」 

「さあ、 その 先 を、 —— 」 

「ゥ ー ドレ— と 云う 人 は、 私に はとても いやな 男に 思 



われました。 始終 私に 失礼な 目つ きをして、 —— 下品 

な 膨れっ面の、 赤い 髭 をした、 テカテ 力 光らせた 髪 を、 

額の 両側に 垂れ下げた、 いやらしい 奴ったら ありませ 

ん でした わ。 私 はこん な 男と 知り合いに なること は、 

とても シ イリ ー ル に対して すまない と 思いました わ」 

「おやおや、 シ イリ— ルと 云う の は、 そうすると、 あ 

の 人の 名前な のです か！」 

ホ— ムズは ニヤ ニヤ 笑いながら 云った。 

この美し い 娘さん も、 顔 を 真 赤に して 笑った。 

「ホ— ムズ 先生、 そうで ございます。 シ イリ— ル- モ— 

トンと 申します の。 電気 技師です わ。 私たち は、 この 



嬢さん に、 音楽 を 教えに 来て くれと 云う のでした。 そ 

れで私 は、 母の 側 を 離れる の はい や だと 申しましたら、 

毎土曜日に は、 母のと ころに 帰る ように、 そして 給料 

は、 年に 百磅 出して くれる と 云う ことでした。 これ 

は 申す まで もな く 私に とって は、 とても 素晴らしい 給 

料で ございます からね。 それで 私 は それ をお 受けして、 

まいる 

ファ ー ナムから 六哩 ばかり 離れた、 チルタ —ン. ダラ 

ンジに 行きました。 カラ ザ— ス さん は 独身 男でした が、 

しかし、 家政婦の ディクソンと 云う、 もう 年配の、 な 

かな かしつ かりした 婦人と 婚約が 出来て いました。 小 

か あい 

洪は 大層 可愛い 子で、 もう 何もかも 面白く ゆきそう で 



かけて、 もし 私が 彼と 結婚す るなら、 ロンドンで 一番 

大きな ダイヤモンド を 買つ て くれるな どと 云う のでし 

た。 そして 遂に は、 私が どうしても 取り合わな いと 見 

て 取って、 ある 日の 夕食後に、 私 をし つかりと 押えつ 

けて、 —— それ はとても 怖ろ しい 力でした が、 私が キ 

うち 

スを しない 中 は、 どうしても 放さない と 云う のでした。 

そこにち ようど カラ ザ ー ス さんが 入って 来て、 彼から 

私 を 引き放して くれました けれど、 今度 はこの 暴漢 は、 

主人の 方に 方向転換して、 散 々なぐり かかって、 遂に 

その 顔に 怪我まで もさせて しまった のでした。 これが 

申す ま でもな くその 男の 訪問 の 最後で) /ざい ましたが、 



ホ —，. ^、ス は 喜色 を 漏らして、 彼の 手 を さすった。 

「この 事件 は なかなか 特色が ある」 

彼 は 云った。 

「あなたが 道の 曲り角 を まがって から、 道路の 上に 誰 

も 居 なくなつ たの を 見た の は、 どのくらいの 時間が 

た つ てからでした？」 

「まあ、 せいぜい 二分 か 三分 だと 思い ましたが、 —— 」 

「それで は その 者 は、 道 を 真直ぐ に遁げ 帰った はず は 

ない が、 —— また そこに は 全く、 横道 もない と 云う の 

ですな？」 

「ございません」 



うち 

も 私 は 先生に お 目に かかって、 いろいろと 伺わない 中 

は 安心が 出来ません ので、 —— J 

ホ ー ムズ はしば らくの 間 はた だ じっと 黙して いた。 

「あなたの 御 婚約の 方 は、 どちらに 居らつ しゃる ので 

すか？」 

彼 はよう やく 口 を 開いた。 

「コ ヴェ ン トリ— の、 ミド ランド 電気会社に 居ります 

の」 

「不意に あなた を 訪問して 来る ような こと は、 ありま 

せんでした か？」 

「あら、 ホ— ムズ 先生、 それで は 私が まるで あの人 を 



「生計の 方 はどうして 立てて いるので すか？」 

「あの人 はお 金持ちです もの」 

「馬車 や 馬 は 持って いません か？」 

「ええ、 しかし 何しろ とてもい い 生活で ございま すよ- 

あの方 は 毎週 二三 度 は ロンドンに 出ます が、 何でも 南 

アフリカの 採 金 地の 株に、 非常に 興味 を 持って いるよ 

うで ございま すわ」 

「それで はス ミスさん、 いずれ この 上に も 変った こと 

が ありましたら、 また 入らして 下さい。 私 は 実は 今 は 

せ うち 

非常に 忙 わしい のです が、 しかしい ずれ その 中に あな 

たの 御 依頼の ことに も、 研究 を 進めて みましょう。 し 



ように 思われる よ、 ワトソン 君、 」 

「と 云う の は、 その 者 は 同一の 場所に だけ 現われる と 

云うた めに かね？」 

「そうだ。 我々 はまず、 チア ー リントンの 廃院 に、 ど 

んな 者が 住み込んで いるか、 それ を 探り出さなければ 

ならない。 それから カラ ザ— スとゥ ー ドレ ー の 関係 を 

調べて みなければ ならない。 この 二人 はどう もとても 

性質が 相 背馳して いるよう だからね。 それから この 二 

人が どうして、 ラルフ -ス ミスの 親類に、 熱心に 注目 

する ようになつ たか？ それから 更にもう 一 つ は、 女 

家庭教師に 普通の 二倍 もの 給料 を 払いながら、 停車場 



ら、 速力 を ゆるめた。 そうする とその 男 もや はり 速力 

を ゆるめた。 彼の 女はピ タリと 止まった。 その 男 もす 

ぐに 止まって、 二百 碼 ばかりの 間隔 を 保った。 その 

次の 彼の 女の 行動 は、 全く 思い も 設けぬ 敏 しっこ さで 

あった。 彼の 女はク ルリつ と 自転車 を まわす と、 一目 

散に その 男の 方に 突進して 行った。 しかし これ を 見た 

その 男 もまた、 彼の 女 以上に 駿敏 であった。 やはり 自 

転 車 を 返して、 死に物狂いの 全速力で 遁げ出した。 今 

は 彼の 女 もまた 引き返した。 そして 意気 揚々 と、 自転 

車の 上に 反り返って、 もう 啞の 従者に は、 一瞥 も 与え 

ぬと 云うよう に、 昂然と して また 道 を 行く のであった _ 



視 いた。 はるか 遠くに 私 は、 チュ— ドル 〔# 「チュ ー ド 

ル」 は 底本で は 「チス ー ドル 匕 風の 煙突の 屹 立して いる、 

古い 灰色の 建物 を チラ チラと 見た が、 しかし その 自転 

車 乗りの 姿 は、 濃い 灌木の 蔭に なって しまって、 もう 

見る こと は 出来な か つ た。 

けれども 私 は、 とてもい い 朝の 仕事 を、 一 つ 仕 終つ 

たと 思って、 意気 揚々 として、 ファ ー ナムの 停車場に 

引き返した。 この 地方の 建物の 差配人 は、 チュ ー リン 

トン 廃院 のこと について は、 何も 語って はくれ ず、 私 

にポ— ル 遊園地の、 よく 知られて いる、 組合 管理 所 を 

教えて くれた。 それで 私 は 帰り道に、 序に 立ち寄つ 



その 夜 私 は、 これ だけの 長い 報告 を、 シャ ー ロック- 

もたら 

ホ— ムズ 君のと ころに 齎 した。 私 は 大変 価値 ある、 

そして 多少 の 賞讃さ え も、 期待した ことで あつたが、 

しかし そうした 言葉 は 彼の 口から は 出て 来なかった。 

それ どころ か、 彼が 私の やって来 たこと、 気がつかず 

に 来た ことに 対する 批評の 時 は、 彼の 峻厳な 顔 は、 い 

よいよ 嶮 しく 変って しまった。 

「いや、 ワトソン 君、 —— 君 はまず その、 隠れ場所が 

第 一 に 間違って るよ」 

彼 は 云った。 

「そり や 君 は、 生籬の 蔭に かくれるべき だった。 そう 



すれば その 目的の 人物 を 間近く で 見る ことが 出来た わ 

け じ やない かね。 君 も 何百 碼と 云う もの を 離れて 見 

たので、 あの 娘さんの ス ミス 嬢 以下の 報告つ きり 出来 

ないじ やない か、 あの 女 は 自分が 知らない 者だろう と 

云って いたが、 しかし 僕の 見る ところでは、 あの 女が 

知っている 者に 相違ない と 思う の だ。 だっても しそう 

でない としたら、 何も あの 女が 接近す るの を、 そんな 

に 一 生 懸命で 遁げる 必要 はない と 思う からね。 〔# 「。」 

は 底本で は 欠落〕 君 は その 者が ハンドルの 上に 身 を こご 

めた と 云う が、 それ もすな わち、 顔 を かくした の だろ 

う。 君 は 全く 徹頭徹尾 間違った よ。 その 者 は 家に 帰リ、 



君 は その 者の 正体 をつ き 止めよう として、 ロンドンの 

貸家の 差配人の ところに 来る、 —— J 

「じ や 僕 は、 どう すれば よかった の だね？」 

の ぼ 

私 はちよ つ と 逆上せ 気味に な つ て 叫んだ。 

「そり や 近所の 居酒屋に とびこむ のさ。 そこ は その 地 

ゴシップ あつま 

方の 噂 の 中心 だ。 そこに 集 つてる 者 共 は 君に 主人 

から 食器 洗いの 者までの 名前 を 教えて くれる だろう。 

そう ウィリアムソンと 云った ね！ しかし この 名前 は 

僕に も 何の 心 当り もない な。 しかし それが もう 相当の 

年配と すれば、 あの 活潑な 若い 自転車 嬢さん に 追跡 さ 

れて、 霞 を くらって 遁 げた、 素ば しっこい 男な はず は 



ない ね。 さてこう なって みると、 君の 御苦労な 遠征で 

得た もの は 何んだ ろうね？ なるほど あの 娘さんの 

云 つたこと は逐 一 事実で あると 云う こと はわ か つ た。 

それから 自転車 乗りと、 廃院 とに は 何等かの 関係の あ 

る こと、 廃院は ウィリアムソンと 云う ものが 借りた こ 

と、 —— この 二つ はま あ 僕 も 決して 疑わない が、 —— - 

まあ 大変な お 手柄 だが、 —— ちょっと これ だけの こと 

に は 誰も 及びの つかない こと だね。 まあ、 まあ、 わが 

敬愛す る 貴君 —— そう 力 を 落とした もうな。 次の 土曜 

うち 

日まで は、 じっと 日和 を 見て、 その 中には、 僕 自身で 

も 一 つ 二つ 手 を かけて みるから、 —— 」 



次の 朝 私たち は、 ス ミス 嬢から 一通の 手紙 を 受け 

取った。 その 中には、 私が 昨日 目撃した 事件 を、 正確 

に 短文の 中に 要領よ く 書いて あった。 しかし 手紙の 要 

旨 は、 追伸と して 末尾に かかれて あった。 

ホ— ムズ 先生、 あなた は 私の 秘密 を、 お 護り 下さ 

る 御 方と 存じます が、 私 は、 最近 私の 主人から 求 

婚 されて、 ここでの 私の 立場 は、 非常に 難しい も 

のにな つ て 来たと 云う こと をお 知らせい たします _ 

私 は あの人の 感情 は、 最も 深く 最も 尊敬すべき も 

の だと 信じて います、 もちろん それと 同時に、 私 

の 約束 も 与えられる ことです。 あの人 は 私の 拒絶 



おめお めと 帰って来 たわけさ、 はは はは はは は」 

木曜日に また、 我々 の 依頼者から、 手紙が 来た。 

ホ— ムズ 先生、 私が カラ ザ ー ス さまのと ころから、 

お 暇 をいた だいて、 帰って しまう とおき きになり 

ましても、 決してお 驚きなさい ませぬ ように、 I 

I (と 彼の 女 は 申します) あんなに 高い 月給で も、 

やはり 私の 現在の 位置の 不愉快 さは、 埋め合せて 

はくれ ませぬ。 土曜日に 私 は ロンドンに 帰り、 も 

うこつ ちに は 来ない つもりで ございます。 カラ 

ザ ー ス さま は、 馬車 をお 買いに なりました ので、 

あの 淋しい 道の 危険 は、 たとえば 御座いまし たも 



ザ— ス さまで も、 どうして あんな 気味の 悪い 動物 

にち よ つと でも 御 我慢のお 出来になる はずが ござ 

いましょう。 しかしし かし、 もう 私の 煩累 は、 こ 

の 土曜日で 終りで ございま すわ。 

「はは あ、 ワトソン 君、 —— J 

ホ— ムズは 慎重な 調子で 云った。 

「これ は あの 娘さんの 周囲に は、 何 か 深いた くらみが 

めぐらされて いるよ。 あの 娘さんの 最後の 帰り路 を、 

無事に 護って やらなければ ならない。 ワトソン 君、 今 

度の 土曜日の 朝 は、 一つ 一緒に 出かけて 行って、 この 

奇妙な、 不得要領な 事件 を、 見事に 結末 をつ けて しま 



から 屹 立して いる、 厳めしい 廃院を 見た。 もっとも こ 

の 老樫樹 は、 もう 老いた と 云っても、 その 取り囲んで 

いる 廃院 より は 若い ので あるが、 —— ホ— ムズ は、 褐 

色の 荒野と、 芽の ふき 出て いる 緑の 森の 間 をう ねって 

いる、 赤味を帯びた 黄色の 帯の ような、 一 条の 道路 を 

指した。 はるか 遠方に ポッリ つと 見えた 黒い 一点、 I 

I それ は 我々 の 方に 進んで 来る 乗物であった。 ホ ー ム 

ズは 思わず も 叫んだ。 

「おや、 三十 分お そかった！ もし あれが、 あの 娘 さ 

んの 馬車 だと すれば、 あの 娘さん は 一 列車 早く 発つつ 

もり だつ たんだね。 ワトソン 君、 俺た ちが 娘さんに 出 



見た が、 それ は 悲しみと 絶望の 相 図であった。 と、 I 

うち から 

I 見る 中に、 空な 二輪 馬車が、 手綱 を 引きずりながら、 

力— ブを 曲って ガタガ タと音 させながら、 私たちの 方 

に K けて 来る のであった。 

「遅かった、 ワトソン 君、 遅かった！」 

ホ— ムズは 叫んだ。 私 は 喘ぎながら 彼の 側に かけ 

寄った。 

「もう 一 つ 早い 汽車 を 考えなかった なんて、 僕 は 何と 

云う うっかりし たこと をした ものであろう！ 誘拐 さ 

れ たんだ。 ワトソン 君、 誘拐 だ！ 惨殺され たんだ！ 

ああし かしま だ 解らない！ さあ 道 を 塞いで 馬 を 止め 



に悲 叫した。 

「いえ それで は あの、 地獄の 犬め のゥ— ドレ— と、 あ 

の 悪漢 坊主 共が、 彼の 女 を 掠奪した のです。 さあで は 

こっちに 来て 下さい。 もし あなた 方 は 本当に、 私の 味 

方で したら、 こっちに 来て 僕 を 助けて 下さい。 もし 僕 

が チア ー リントンの 森で 必死の 覚悟 を 決めたら、 彼の 

女 を 救う ことが 出来ましょう」 

彼 は 全く 乱心した ような 様子で 走り出した。 そして 

ピストル を 片手に 持って 生籬の 切れ目に 突進して 行つ 

た。 ホ ー ムズ はすぐ その後から 続いた。 それで 私 も、 

道の 滂らに 馬 を 放して 草 を 食 ませた まま、 ホ —，. スの 



とお 

その 裂傷 は、 骨まで は徹 つて はいない もの だと 思った _ 

「ああ これ は 馬丁の ぺ —タ— だ」 

この 見知らぬ 男 は 叫んだ。 

「この 男が 彼の 女の 馬車 を 御して 来たので すが、 あの 

けだもの 

獣 物 連中 は、 この 若者 を 引きず リ 降ろして、 棍棒で やつ 

つけたの だな。 これ はこの まま 寝かして おきましょう _ 

どうに も 出来ません から、 —— しかし まだ 私たち は、 

彼の 女の 婦人と して 受ける、 最大の 悲しい 運命から、 

救い出す ことが 出来る かもしれ ません からね」 

私たち は 全く 夢中で、 樹の間 をう ねり 曲って、 小径 

を かけ 下りた。 そして 私たち は、 建物 を 取りまい てい 



の 中に 居 るんで す」 

藪 を 突進して 突きぬ けながら、 この 見知らぬ 〔# 「見 

知らぬ」 は 底本で は 「見知らね 匕 男 は 叫んだ。 

「おい 卑怯な 犬 共め！ さあ 皆さん 来て 下さい、 来て 

下さい。 ああ 遅れました。 ああ 遅かった、 畜生め！」 

私たち はヒョ ッコリ と、 大木に 囲まれた 中の、 小さ 

な 芝生に 出た。 その 芝生の 向う側に、 老樫樹 のかげ に、 

変な 恰好の 三人の 者の 姿 を 見 止めた。 その 中の 一 人 は、 

我々 の 依頼者の 若い 美しい 女性で、 口に は ハンカチ— 

フを卷 きつけられ、 全く 気絶した ように、 正体 もな く 

崩れ 跼 まっていた。 その 向う に は、 残忍な、 いかつい 



支えて やった。 その 負傷した 男 は、 ベットの 上に 横に 

された が、 私 はホ— ムズに 頼まれた ので、 彼 を 診察し 

た。 そして 私 は その 報告書 を 綴 織の 掛っ ている 食堂に 

居る、 ホ— ムズ のと ころに 持って行った。 彼の 前に は 

彼が あずかつ ている、 二人の 罪人 も 居た。 

「あの 者 は 助かる だろう」 

私 は 云った。 

「句です つて？ I 

カラ ザ— スは、 椅子から 飛び 上りながら 叫んだ。 

「私 は 二階に 行って、 あいつに 止め を剌 して 来 ましよ 

う。 あなた は あの 女が、 あの 天使が、 あの 吼 えつく よ 



なかった の だね？」 

「つまり それ も、 やはり 彼の 女に、 私のと ころ を 去ら 

れて しまう と 思った からです。 この こと だけ は 私 は、 

とても 堪え 切れませんでした。 例えば 彼の 女 は、 私 を 

愛して はくれ なくっても、 せめて 彼の 女の 美しい 姿 を、 

私の 家の あたりに 見、 彼の 女の 声 をき くこと が、 私に 

と つ て は、 絶大の ことでした ご 〔# 「」」 は 底本で は 欠落〕 

「なるほど」 

私 は 云った。 

「君 は それ を 愛と 呼んで いるが、 しかし カラ ザ ー ス君、 

それ は 利己主義と 云う もの だよ」 



「もしお 前が 俺た ち を 裏切るなら、 ボップ 〔# 「ボップ」 

は 底本で は 「ポップ 匕 • カラ ザ— ス、 お前が ジャック - 

ゥ ー ドレ— に 逢わした と、 同じ 報 をして やる から、 I 

I お前が あの 娘に、 心の たけの 泣き ごと 云う の は、 お 

前の こと だから かまわな いが、 しかし この 私服 刑事に 

俺た ち 仲間の ことにまで 口 を すべらしたら、 それ こそ 

お前が 臍の緒 を 切って から 今までに やった ことの 中で、 

一 番 ひどい 悪業 だぞ」 

「いや 尊師 よ、 そう 昂奮して は 困ります な」 

煙草に 火 をつ けながら ホ ー ムズは 云った。 

「この 事件と 君との 関係 は、 もう 十分 明瞭に なって い 



「私 は 二 ヶ月 前まで は、 この 二人 を 全く 知らなかった 

し、 また 私 は 生れてから まだ、 南アフリカ なんて 云う 

ところに は、 行った こと もありません よ。 おせっかい 

屋のホ —ムズ さん、 篤と お考えな さって、 冗談 も 休み 

休み 仰 有つ て 下さい」 

「彼の 云う こと は 本当です」 

カラ ザ ー スは 云った。 

「よろしい、 よろしい。 君た ち 二人が 海 を 越えて 来た 

ん だね。 それなる 御尊師 は、 内地 製 だつ たんだ。 それ 

で 君 等 は 南アフリカで、 ラルフ -ス ミス を 知った。 そ 

して 彼 はもう 長く は 生きない と 云う 見極め もつ いてい 



た。 そして 彼の 姪が その 財産 を 相続す る ことになると 

云う こと も 気がついた。 どう だね？ それでい いか 

ね？」 

カラ ザ ー スは 点頭ず き、 ウィリアムソン も 肯定した _ 

「彼の 女 はもち ろん 最も 近い 血縁の 者で あるが、 君た 

ち は、 その 老人 は 遺言状 を 作るまい と 考えたろう」 

「彼 は 読む も 書く も 出来な か つたので す」 

カラ ザ— スは 云った。 

「そこで 君た ち は 二人で 帰国して、 その 女 を 狩り出し 

たの だ。 しかも その 方針 をな おつきつめて みると、 君 

たちの 中の 一 人 は、 彼の 女と 結婚し、 それから 他の 方 



レ— は、 あの ラルフ -ス ミスが 死んだ という 電信 を 持つ 

て、 私のと ころに 来て、 例の 契約 を 履行す るか 否か を 

訊ねました。 私 は 出来ない と 云います と 今度 は、 もし 

私自身が 彼の 女と 結婚す る ことにな つたら、 分け前 を 

出す かと 云います ので、 私 は、 出したい こと は 山々 だ 

が、 しかし 彼の 女 は 結婚して はくれ ないだ ろうと 云い 

ました。 そうしたら 彼 は、 『とにかく 彼の 女 を 結婚 さ 

せよう ではない か。 そうしたら 一週間 か 二週間 もた つ 

たら、 また 少し は 違った 目で、 物 を 見る ように もな ろ 

う』 と 云う のでした。 しかし 私 は、 暴力 沙汰 はい や だ 

と 云いましたら、 彼の 本性の 悪漢 振り を まる 出しにし 



一緒に 足 並 を 揃えて 来る の は、 嬉しい じ やない かね。 

そこで 彼で もない、 いや あの 面白い 花婿 君で もない I 

I まあい ずれ この 諸君 は、 今朝の 一 冒険で、 一生 を 棒 

に 振った と 云う わけ かな。 それから ワトソン 君、 君 は 

医者の 資格で、 一 つ あの ス ミス 嬢 を 見舞って みて は ど 

うかね。 そしても しもう 御 気分が すっかり いいのなら. 

お母さんの ところに、 送って あげようと 云って みたま 

え。 またもし まだ 気分が 癒らない と 云うよう なら、 ミ 

ド ランドの 若い 電気 技師に、 電報 を 打とうと 謎 を かけ 

て やれば、 もう 即 坐に 全快だろう よ。 それから 君、 力 

ラザ ー ス君 だが、 君 は 最初の 悪い 計画に 対して 参与し 



の 峠を越して しまう と、 その 登場 役者た ち は、 忙 わし 

い 我々 の 生活から、 永久に 消え去って しまった。 

しかし この 事件の こと を 記した 稿本の 末尾に は、 

ちょっとした 追記が あって、 ヴァイオレット -ス ミス 

嬢 は、 たしかに 大きな 財産 を 相続し、 そして 現在 は、 

あの 有名な ゥェ ス ミンス タ ー 電 業者の 集りで ある、 

モ ー トン . エンド • ケネデ —協会の、 高級 会員で ある、 

シ リル • モ ー トンの 妻に なって いると 記されて ある。 

それから ウィリアムソンと ゥ ー ドレ ー は、 誘拐罪と 殴 

打 罪で、 前者 は 七 年の 懲役、 後者 は 同じく 十 年に 処さ 

れた。 カラ ザ ー ス のこと について は、 私 は 別に 記録し 



底本： 「世界 探偵小説 全集 第四卷 シャ— ロック- 

ホ— ム ズの歸 還」 平凡 社 

1929 (昭和 4) 年^ 月 5 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「彼奴 丄 あいつ 貴女 • 貴方 ふ あなた 彼の 丄 あの 

或 ふ あるい 如何 ふい か 何れ ふい ずれ 何時 ふいつ 

愈よ ふいよ いよ 所謂 丄 いわゆる 於け るふお ける 

却って ふかえ つて 難い ふが たい 曾て i かって か 



も 知れ ふか もしれ 屹度 ふきつと 位 ふくらい 極く 

丄 ごく 此方— こっち 毎 ふごと 左様なら ふさよう 

なら 併し 丄 しかし 而も 丄 しかも 直 ふじき 屢々 

—しばしば 暫く— しばらく 直 • 直ぐ— すぐ 即ち 

—すなわち 其処— そこ 其. 其の— その 大分— だ 

いぶ 沢山 ふたくさん 多分 ふた ぶん 丁度 ふちょう 

ど 一寸 ふちよ つと て 居 ふてい で 居 i でい て 

居. て置丄 てお て見丄 てみ て 貰丄て もら 何処 丄 

どこ 処丄 ところ 何方 丄 どっち 何誰丄 どなた 兎 

に角丄 とにかく 猶丄 なお 仲 々ふなかな か 成る 程 

ふなる ほど は 居 ふはい 許り ふば かり 害 ふ はず 



甚だ 丄 はなはだ 不図 丄 ふと 程丄 ほど 先ず ふまず 

未だ i まだ 見たい ふみたい 見る見る i みるみる 

寧ろ 丄 むしろ 若し 丄 もし 勿論 丄 もちろん 尤も 丄 

もっとも 専ら 丄 もっぱら 矢張り 丄 やはり 稍々 丄 

やや 漸く— ようやく 僅— わずか」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本 中、 混在して いる 「チ ルタ— ン \グ ラン ジ」 「チ 

ルタァ ー ング ラン ジ」、 「チヤ— リントン」 「チア ー リン 

トン」 「チュ ー リントン」、 「シ イリ— ル」 「シ リル」 は 

そのままに しました。 「噔 I は 同 S 本から 作られた ファ 



ィルと 同様に、 そのままに しました。 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 
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